
























【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は③
力学的エネルギー保存の法則より、ばねの弾性エネルギーがすべて物体の運動エネルギー
に変換されるため、(1/2)kx²＝(1/2)mv² が成り立つ。k＝100N/m、x＝0.10m、m＝1.0kg 
を代入すると、v＝x√(k/m)＝0.10×√(100/1.0)＝0.10×10＝1.0m/s となる。

●問題Ⅲ-2
正解は⑤
鉛直投射運動の最高点において、物体の速度は瞬間的に0となるが、物体には鉛直下向き
に常に一定の重力（mg）が作用しており、加速度は下向きにgである。力はつり合ってお
らず、加速度運動を継続している。

●問題Ⅲ-3
正解は④
微小な電流素片 IΔs が空間の点につくる微小磁場 ΔB を与える基本法則は「ビオ・サ
バールの法則」である。

●問題Ⅲ-4
正解は③
LC振動回路においてエネルギーは保存される。充電完了時のコンデンサーの静電エネルギ
ー E＝(1/2)CV² は、振動電流が最大となるときにすべてコイルの磁気エネルギーとして
蓄えられる。E＝(1/2)×(2.0×10⁻¹⁰)×(5.0)²＝2.5×10⁻⁹J となる。

●問題Ⅲ-5
正解は②
波の進行方向と媒質の振動方向が直交する波を「横波」といい、進行方向と振動方向が一
致（平行）する波を「縦波（疎密波）」という。記述は縦波の定義であり誤りである。

●問題Ⅲ-6
正解は①
可逆カルノーサイクルの熱効率の関係式 QL/QH＝TL/TH より、低温熱源へ放出する熱量QL
は QL＝QH(TL/TH) となる。QH＝500J、TH＝1000K、TL＝800K を代入すると、QL＝500×
(800/1000)＝400J である。

●問題Ⅲ-7
正解は③
ダイヤモンドは極めて強固な共有結合結晶であり、フォノン伝導が支配的であるため、常
温における熱伝導率は約1,000〜2,000W/(m・K)に達し、金属中で最も熱伝導率が高い銀（
約420W/(m・K)）を大きく上回る。

●問題Ⅲ-8
正解は⑤
アモルファス合金（非晶質合金）は、結晶構造のような長距離秩序を持たず、原子が不規
則・ランダムに配列した状態（過冷却液体がそのまま凍結したような状態）の合金であ
る。規則的に配列した結晶格子を持つとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-9
正解は②
半減期が9日の放射性核種が30日経過したときの残存割合は、(1/2)^(30/9)＝
(1/2)^(10/3)＝1/(2³・2^(1/3))＝1/(8×1.26)≒1/10.08≒0.099 となり、約0.10倍であ
る。

●問題Ⅲ-10
正解は③
触媒は正反応と逆反応の活性化エネルギーを等しく低下させて平衡到達速度を速める物質
であり、熱力学的な化学平衡そのものを移動させることはできない。触媒を加えるとアン



モニア生成反応が進むとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-11
正解は②
純物質の気液平衡における飽和蒸気圧と温度の関係を表し、蒸発エンタルピーから沸点や
蒸気圧の変化を導出・概算する式は「クラウジウス・クラペイロンの式」である。

●問題Ⅲ-12
正解は④
面心立方格子（FCC）の単位格子あたりの原子数は4個である。単位格子の体積は V＝
(0.41×10⁻⁹m)³≒6.89×10⁻²⁹m³ である。格子内の質量は m＝(4×197×10⁻³kg)/(6.0×
10²³mol⁻¹)≒1.31×10⁻²⁴kg となり、密度は ρ＝m/V≒1.31×10⁻²⁴/(6.89×10⁻²⁹)≒1.9
×10⁴kg/m³ となる。

●問題Ⅲ-13
正解は①
青色発光ダイオード（青色LED）の発光層の主材料として使用されるレアメタルは「ガリ
ウム（Ga）」および「インジウム（In）」（窒化ガリウム系化合物半導体：GaN/InGaN）
である。ヒ素（As）は赤色〜赤外発光素子などに用いられる。

●問題Ⅲ-14
正解は②
気液平衡にある純物質の蒸気圧は「温度のみ」に依存する。液相が残存し温度が一定であ
る限り、密閉容器の体積を2倍にしても蒸発が進行して気相密度が保たれるため、十分時
間経過後の蒸気圧は変化せず一定である。

●問題Ⅲ-15
正解は③
電池の起電力（電池電位E）は、ネルンストの式や熱力学関係式 ΔG＝-nFE に示されるよ
うに、電池反応に伴う「反応ギブズエネルギー変化ΔG」と直接的に結びついて決定され
る。無関係に定まるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-16
正解は④
界面活性剤は、水溶液中で臨界ミセル濃度（CMC）未満の低濃度領域においては、会合（
ミセル形成）せずに完全に解離または分散した「単量体（モノマー）」として安定に存在
する。モノマーとして存在することはないとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-17
正解は⑤
実在気体の圧縮因子Z＝PV/(nRT)は、低温・中圧域では分子間引力の影響が優勢となって1
より小さくなり（Z＜1）、極めて高圧になると分子自身の排除体積（反発力）の影響で1
より大きくなる（Z＞1）。常に1より大きいとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-18
正解は④
ベンゼン環の6つの炭素および水素は幾何学的・化学的に完全に等価であるため、1置換体
であるモノブロモベンゼン（C6H5Br）には異性体が存在せず1種類のみである。

●問題Ⅲ-19
正解は③
中性（pH7）で溶存酸素が飽和している大気共存下の陸水の酸化還元電位（Eh）は、酸素
の還元反応（O2＋4H⁺＋4e⁻⇄2H2O）に支配されるため、通常「約＋400〜＋500mV」前後の
正の大きな値を示す。約-250mV（極めて強い還元状態）とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-20
正解は①
デバイ・ヒュッケルの理論は、電解質水溶液中のイオン間相互作用に基づいてイオンの「



活量係数」を理論的に算出する物理化学の理論式であり、造岩鉱物の風化抵抗性に関する
モデルではない。

●問題Ⅲ-21
正解は①
海洋生態系において、リン酸イオンや溶存ケイ酸等の栄養塩は表層水で植物プランクトン
に活発に消費されて極めて枯渇（低濃度）し、深層へ沈降した有機物の分解に伴って高濃
度となる（表層低・深層高の分布）。表層で極端に高いとする記述は事実と正反対で誤り
である。

●問題Ⅲ-22
正解は①
対流圏における標準的な気温減率は高度1kmあたり「約6.5℃」の低下である。3℃/kmとす
る記述は過小で誤りである。

●問題Ⅲ-23
正解は④
火山ガラスは結晶構造を持たない等方性の非晶質（アモルファス）物質であるため、偏光
顕微鏡の直交ニコル下では光を完全に遮断して「全消光（常に暗黒）」となる。波状消光
（応力を受けた石英結晶等に見られる現象）を示すことはない。

●問題Ⅲ-24
正解は⑤
貫入岩型ウラン鉱床（ポーフィリー型やカーボナタイト型など）は、鉱染状に広範囲に分
布する大規模鉱床であるが、ウランの平均品位は数十字〜数百ppm程度と「極めて低品位
（低品位・大規模鉱床）」であることが特徴である。ウラン品位が高いとする記述は誤り
である。

●問題Ⅲ-25
正解は③
¹⁴C（放射性炭素）の半減期は約5,730年であり、適用可能な測定限界年代は約5万年前ま
でである。白亜紀（約1億4,500万〜6,600万年前）の地質試料の年代測定には適用できな
い。

●問題Ⅲ-26
正解は①
大陸地殻は二層構造をなし、上部は花崗岩質岩石が主であるが、下部はより密度が大きく
高速度の「斑れい岩質〜麻粒岩質岩石（苦鉄質岩）」から構成される。下部が主に花崗岩
質岩石とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-27
正解は④
地すべりは風化泥岩や粘土層などスメクタイト等を多く含む「粘性土・泥質地盤」で緩慢
に発生しやすい。山崩れ（表層崩壊）は風化花崗岩（マサ土）等の砂質土で豪雨時に突発
的・脆性的に発生しやすい。記述の土質が逆であり誤りである。

●問題Ⅲ-28
正解は①
ヘリンボーン型斜交葉理は、潮汐作用による満潮と干潮の往復流（流れの周期的な反転）
によって形成される潮間帯・内湾干潟等の堆積構造であり、一方向流が支配的な蛇行河川
には見られない。

●問題Ⅲ-29
正解は⑤
リストリック正断層（スプーン状正断層）は、地表近くでは「高角」であり、地下深部に
向かうにつれて緩傾斜となってデコルマン（剥離面）に漸近・収束する下向きに凹の形態
をとる断層である。説明が逆であり誤りである。



●問題Ⅲ-30
正解は②
西南日本弧において中央構造線（MTL）の北側に分布するのは「高温・低圧型」の領家変
成帯であり、南側に分布するのが「高圧・低温型」の三波川変成帯である。変成相系列の
特徴の記述が逆である。

●問題Ⅲ-31
正解は④
モレーン（堆石）は、氷河の流動によって運搬された岩屑が氷河の末端や側方に堆積して
形成された「氷河地形」であり、活断層による変位地形ではない。

●問題Ⅲ-32
正解は③
ブーゲー補正は、測定点と基準面（ジオイド面）の間に存在する物質の引力を補正する「
重力探査」特有の補正処理であり、地震探査には関係しない。

●問題Ⅲ-33
正解は⑤
同一起振点での複数回起振による垂直スタッキング（加算平均）では、ランダムノイズが
相殺されるため、S/N比の改善率はスタッキング回数の「平方根（√N）」に比例する。回
数の2乗に比例するとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-34
正解は①
アレイ探査において空間エイリアシング（波形の折り返し誤差）によって制限を受けるの
は、センサー間隔によって決まる「最短波長（高周波側の限界）」である。最長波長が決
まるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-35
正解は④
プランク関数は黒体放射の分光放射輝度を表す物理関数であり、重力探査や磁気探査（地
下の密度構造や磁化率構造の探査）とは直接の関係が最も薄い。


